
（１）総括

①我が国の高等教育の現状と課題をどのように認識しているのか。
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２０００年以降の大学教育に関する主要答申

中央教育審議会答申

・2002年2月 新しい時代における教養教育の在り方について

・2002年8月 大学の質の保証に係る新たなシステムの構築について「システム答申」

・2005年1月 我が国の高等教育の将来像「将来像答申」

・2008年12月 学士課程教育の構築に向けて「学士課程答申」

・2012年8月 新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、

主体的に考える力を育成する大学へ～「質的転換答申」

・2018年11月 2040年に向けた高等教育のグランドデザイン「グランドデザイン答申」

・2024年8月8日 急速な少子化が進行する中での将来社会を見据えた高等教育の在り方について

（中間まとめ）

教育未来創造会議

・２０２４年７月改訂 我が国の未来をけん引する大学等と社会の在り方について（第一次提言）

・２０２４年７月改訂 未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ＜J-MIRAI＞（第二次提言）
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グランドデザイン答申
予測不可能な時代の到来を見据え、専攻分野についての専門性を有するだけでなく、思考
力、判断力、俯瞰力、表現力の基盤の上に、幅広い教養を身に付け、高い公共性・倫理性
を保持しつつ、時代の変化に合わせて積極的に社会を支え、論理的思考力を持って社会を
改善していく資質を有する人材（21世紀型市民）が必要

↓

文理横断的にこうした知識、スキル、能力を身に付けることこそが、社会における課題の
発見とそれを解決するための学問の成果の社会実装を推進する基盤となる。

上記のような広範かつ高度な能力・資質をすべての大学生が身に付けることは不可能であ
り、また必要もない。個々の大学が、個々の学生の能力、資質、将来の進路に応じて、必
要と考える能力を必要なレベルで身に付けさせればいい。（本間政雄：99年文部省総務審議官）

国際教養大学・会津大学

公立大学の役割：地方財政という公的資金を基盤として設置・運営される
という性格から、設置者である地方公共団体の人材養成等各種の政策をよ
り直接的に体現するという役割を持つ。そして、各地方公共団体の高等教
育政策の中心的役割を担うもので、教育機会の均等の実現、地域活性化の
推進、行政課題の解決などを行う。
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（１）総括

②県立広島大学の現状と課題、将来像をどのように考えているのか。
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県内 県外

令和６年度入学者の学部別県内外比率
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全国高校生22万人調査都道府県別大学人気
ランキング

集計期間：2020年4月1日～2023年3月31日
対象：高校1・２・３年生
回答総数：２１，９７３２人
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グランドデザイン答申
予測不可能な時代の到来を見据え、専攻分野についての専門性を有するだけでなく、思考
力、判断力、俯瞰力、表現力の基盤の上に、幅広い教養を身に付け、高い公共性・倫理性
を保持しつつ、時代の変化に合わせて積極的に社会を支え、論理的思考力を持って社会を
改善していく資質を有する人材（21世紀型市民）が必要

↓

文理横断的にこうした知識、スキル、能力を身に付けることこそが、社会における課題の
発見とそれを解決するための学問の成果の社会実装を推進する基盤となる。

上記のような広範かつ高度な能力・資質をすべての大学生が身に付けることは不可能であ
り、また必要もない。個々の大学が、個々の学生の能力、資質、将来の進路に応じて、必
要と考える能力を必要なレベルで身に付けさせればいい。（本間政雄：99年文部省総務審議官）

国際教養大学・会津大学

公立大学の役割：地方財政という公的資金を基盤として設置・運営される
という性格から、設置者である地方公共団体の人材養成等各種の政策をよ
り直接的に体現するという役割を持つ。そして、各地方公共団体の高等教
育政策の中心的役割を担うもので、教育機会の均等の実現、地域活性化の
推進、行政課題の解決などを行う。
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（２）教育

①県立広島大学の人材育成目標をどのように設定すべきと考えて

いるのか。

②その人材育成目標を達成していくため、どのように教育改革に

取り組んでいくのか。
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育成すべき人材に関する目標

専門的な知識・技能をベースとして，地域の課題について主体的

に考え， 解決に向けて行動できる実践力や，多様性を尊重する

国際感覚，豊かなコミ ュニケーション能力を身に付け，生涯に

わたり学び続ける自律的な学修者と して，地域創生に貢献でき

る「課題探究型地域創生人材」の育成を行う。
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（３）研究

①県立大学はどのような研究を進めていくべきと考えているのか。

②そのような研究を促進していくため、どのように取り組んでいくのか。
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全国的な知名度の向上を図る（ブランド力を上げる）

・大学のランキングを上げる（uniRank:13,900大学）

2017年3,569位、2018年3,792位、2019年4,710位、2020年5,099位

2021年5,432位、2024年4,922位

・THE世界大学ランキング → 大学院の研究力に比重を置いて評価

教育29.5％、研究環境29％、研究の質30％、国際性7.5％、

産業界からの収入4％

・研究力の向上→質の高い研究論文を書かなければランクは上がらない

→研究力の向上
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ランキング指標 

分野 項 目    ％ 
 
 
 教育リソース 
 
 

学生一人あたりの資金  8  
 
34 

学生一人あたりの教員比率  8 
教員一人あたりの論文数  7 
大学合格者の学力  6 
教員一人あたりの競争的資金獲得数  5 

 
 
 教育充実度 
 
 

学生調査：教員・学生の交流、協働学習の機会  6  
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学生調査：授業・指導の充実度  6 
学生調査：大学の推奨度  6 
高校教員の評判調査：グローバル人材育成の重視  6 
高校教員の評判調査：入学後の能力伸長  6 

 教育成果 
 

企業人事の評判調査  8 16 
 研究者の評判調査  8 

 
 
  国際性 
 

外国人学生比率  5  
20 

 
 

外国人教員比率  5 
日本人学生の留学比率  5 
外国語で行われている講座の比率  5 
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（４）地域貢献

①県立広島大学はどのような地域貢献を進めていくべきと考えて

いるのか。

②そのような地域貢献を推進していくため、どのように取り組んで

いくのか。
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これまでの取り組み・これからの取り組み

• 外部資金獲得 文科省・環境省・厚生省・総務省など

• 履修証明プログラム

• 公開講座

• 地域協働プロジェクト
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今年度行ってきた課題と次期の課題

1. 志願者数の確保
入試選抜方法の見直し
指定校推薦・入試問題

２．再編の総括
経過選択導入の可否、クォーター制の可否

３．再々編の具体化
地域創生学部の再編
生物資源科学部の在り方（安田女子大・修道大との競合）

４．大学院の再編
大学院版WWL
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